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序 説
昭J.<f]4 0年度の全国小学校学力調査は，社会$'よび瑳科の 2教科につ・ρて ，第 5学年なよび第 6学年
の児童を対象Vζして行なわれた。文部省は ，ζの調査の目的について， r小学校の第 5学年分よび第る
学年の兇藍の社会会よび態科についての学力の笑替をとらえ，教育課程是に関する方策の十銑t，学:l!I指導
e:>改善に役立てる資料とする。なか，調査の結果は，教育条件"の整備κも利用するものとする。 jと発
表しているが，学力調査の結果は，文E官省 ・教育委員会などの教育行政機関にかいて活用されるだけで
な<，各小学佼，各学級!I[ないても，活用される ζとが望ましい。
とこるが，学力調査の結5裂を直接vc:分析する方法だけでは，児童量のもっている基礎的な知識・斑解や，
問縫解決の過程などを後測する ζとは必ずしも容易では2をい。そζで，当教育研究所では，昭和 38年
度から， i全国学力調査の結果に関する分析的研究」をとりあげ，会医学力調査の応答分析などの方法
.だけi吃よって縫測するととの尉難な ζとがらについては，分析的問題による方法念どを用いて研究し，
教脊課程や学省指導の改警のための資料を何戒してきた。その研究の結果は ，研究紀重要第 45集「附杓1
3 B年度全国学力調査の結果に関ナる分析的研究Jかよび，研究紀妥第 47集「昭和 39年度全国学力
調査の結果に関する分析的研究」としてまとめられている。したがって， ζの研究は ，第5年次の研究
である。
I 掛究の目的
との研究は ， 全国小学習E学力調査の結来。亡関して))祈的に研究 し ，その成乗を，教育課程や学~指導
の改善vc活用しようとするねらいをもっているりそのねらいを ，さらFζ具体的にいえば，tJzのよ う托念
ゐ。
込 問題を解決するために必主~1i.知識 ・ 若手\M ・ 3支1i'157まどの様態を具体的に把燦ナる。
b 問題を総決する逃程を分析し ，そのi昼夜にま歩ける児童のつまずきや思考の様態をさぐゐ。
。問題と，問題のねらいについて検討し ，学力調呈まにあらわれた児蛍の学力C質を吟味する。
d 上のa， b ，引の分析によって ，指導内容のを高言すかよび指導Jji去の改善κ絞だっ資料を作成する。
E がf句の内容と方法
l 制究ω万富十
a 各教科とも ，指導内容の-j}野またはー領犠左どの調査開通Kついて研究ナゐ。
会民小学佼学刀a留資は，各教科とも ，謝査する学年の前学年金でrc含まれる指導事項について出
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婚されているから ，その縄翻(法，学'.¥to't言主導妥鎖(rC示されていみその学年の内g.全部である"-:tた，
a淘:盛岡巡の数(小間数)は，各教科・各学年とも 25閥というかなりの蛍でるる。とれらの広い必
閤(モわたって，しかも金謁盆問題についてか祈的研究を進めるζとは，さまざまなギ憎から不oJj官E
であるので，各教科とも研究対象を指導内容のーか!J_lfまたはー領域念 どの謝金尚泌氏 しrまって ，密
度の高v"¥lt)f究ができゐようにしたe
b 各教科とも ，第 4学年?を研究の対象にするの
ぞのま翌自は， ak述べた製自と同じである。
{! 学年胞の閲法や，謝笠間総聞の関淫を重視・する。
bに述ぺたよう vt，研究対象学年を第ι学年にしぼったのであるが ，書写る学年Uζついての研究を
深めるκは ，f¥5学年との比較や ，系統的念発展念どI'C着目しなければなら:1:1，;"¥0 そζで ，ζの研
究を進めるにあたって，必袋』て応じて第 5学年児童についての資料も収集するととにした3
また，f朗々の調査問題κついての動査の結来を分析するだけで念 <，調査問題相互の関連につい
ても ，じゅうぶんに倹討し，それによって，とりあげた領域全体κついての指導の系統や学蛍指導
の方法などKついての婆点、を明らかにするようK絡めた。
rl ぉ・もな研究方法として ，
ア応答謁査 イ 診析的問題による調査 ク付帝謁査
を用いる。
ζ れらの万法κついては ， 後~'C:iIDぺる ζとにする。
2研究の内谷
(1)研究対象学年
社会……・第 4学年
l!l，jiヰ……-・第 6学年
(2)研究内容 を選択する条件
各教科U亡事;>1，;"¥-c研究内容としてと Dあげる領域は，次の条件のうちの怖くつかにあては重るもの
の中から選択するととにした。
時 その候;敏が，教育課程の傍JVtゃ ，学治指導J疋あたって ，研究すべき問題点を多〈含んでいる。
b 全盛小学担史学力調査κ沿いて，その領域の問題の.tE答泌が低加。または， J尼遂の誤答のlぶ凶がか
析 しに〈い。
!i 全l翠小学技学力調査に沿いて，その領域の問題と問題のねらいに検討を加える必袋が多る。
d 附キ[138年伎の 「全国学刀調査の結糸に闘する分析的研究 」にがいて ，その頒成の|埼婚をとりあ
げてい没加。あるいはとの反対κ，焔相 38年度の 「全国学力調査の結呆κ関する分析的tf究Jで
とりあげた領域と問ーや領域一一継続研究でるる。
(3)研究内容としてとりあげた領域と調査問題番号
社会・一 一地必の説み万 組公問題番号岬囚
理科・… 物質とその忽:イヒ 識査問題詩号 6年目 ，回
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3 研究り方法
(1 )婦究の方法
なも~1;Jf究の方法として ，
ア応答調査 イ 分析的問題による弱愛 ウ付衛調査
を用いる。
(2)応答調査 について
会園小学校学力調査の問題(鵠査問題とIぷ )についての児遂の応答内容を調釜 し分析した。と
れを応答調査と よぷ。
(3)分析的問題による調査につい て
応答調査の結果脅さらにくわし〈分析Fるためのテストf舗を作!J)とれを分析約問題とよぷο
ζのか析的問題を児童に解ーかせて，その結来を分析の資料にした。
応答謁ままの結集だけ?がらでは，その問題を解〈ための知識 ・理解 ・技能などの様態ゃ ，思考過穏
や，つまずきの原因な どがはっき りしないととが多い。そとで ，それらがよくわかるような問題を
作って ，児itllfC解かせ ，その応答を分析したのである。
分析的問題を ，そのねらいによって牙婚すると ，次のように走るρ
ア 調貨問題を解〈のに必安な知識・理解 ・ 技能~どをみようとする問題
イ 誠食問題を解〈思考過程をみようとする問題
ウ 罰百査問是告を耳平〈にみたってのつまずきの原因をみよう とする問題
エ 調蛍|渇磁を鱗〈にあたっての児童の思考傾向をみようとする1句題
とのか類は必ずしも論底的ではない。ク主子主びエはアlfC包含されるとみるζともできるし，ィと
エはm!Jはなすζとができないとも符えられるが ，乙とではぞの ζとIfCとらわれずに ，分析的問題
の性絡がよくわかるよう に列記した。
さて，上のよう念ねらいをもつか祈的問題を作るためUζ用いた方法は，がよそ次のとがりでるゐ，
ア 誠倉問題を解〈のに必婆念知識・雌鮮 ‘技能を袋衆的犯分析し，それらの一つ一つについて
の問題を作る。
イ 調査問題を解 〈過桜をff.祈 してか節化 し，それらの分節どとの問題を作る。
ク 捕食間婚の問題の形式を従えて出題する。
。 客観的テス トの形式の問題を自由記述の形式i'C変える。
。 多絞15択法の問題を真偽法のF輔に変える。など。
エ 語最盛|均五査について，答えだけでな<)その竣由をも脅かせる。
。 自由に文章で2δ遣さぜる。
o .，g択肢の中の誤りの部分を指イ認さぜる。など。
オ 調会問題の鎖似問題を作る。
。 謁蛍l問題の叉主主を変える。
。 調査問題とl司ー のねらいと形式をもち ，言語材や開通場面だけが呉なる問題を作る。
-~-
。 調査問題の中の一部の斐ヨ誌を閥単κしたり，省いたり ，むずかしくしたり，他の主主素と入
れかえた問盛を作る。
( 4)付帯調査について
分析的問題による調主主の結果に裏付けるためK，必袋によって ，調査対象児輩に面媛謝査をした
り，調査対象児蛍の知能や学業成績念どを調査するととに したω とれらの調資を総称して付併調資
とよぶ。
(5)調査対象児童
全国小学校学力調査の抽出伎で，新潟市の近〈にある小学伎の中から 5か伎を選び， それらの学
伎の第 5 ・6学年各 1学級の児童を調査対象児童にした。
(6)研究の日程
① 研究計画の作成 ー ・ー ・ . . ，. ， . .・ …・ … ・ー 4 0年5月- 6月
② 応答調査の笑施とまとめ ・・一一・・… … .....一 6月- 7月
③ 各教科の研究内容の決定 ・・・・…・・ ・・・.......…・… 6月- 7月
@分析的問題の作成 一 1 ・H ・....・H ・..…・ ー 7月-9月
@ 分析的問題による調査の実施とまとめ ・ ・・・ー …・・… 9月-1 0月
@ 付帯識査の実施とまとめ 一一・ー 一……・・ ー ・ー …・ー 1 0月- 1 1月
① 研究のまとめ ， . ...… -… …..・H ・-… ・ー -…... ー・ー・ 1 1月- 4 1年 2月
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